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      ソー ダ石灰珪 酸系 ガ ラスの比 重 の測定

              井 上  周 吉

 ガ ラ スの 比 重 は 工 業 上 重 要 な る意 義 を有 す る と共 に ガ ラ スの 本 質 と も密 接 な る關 係 に あ る も

の と認 め られ て ゐ る物 理 的 性 質 の 一 つ で あつ て,其 の組 成 の 差 異 に 依 つ て攣 化 が あ るば か りで

な く熱 的 経 過 の 差異 に依 つ て も攣 化 の あ る こ とは 既 に知 られ た 所 で あ る ・

 CaO-NaL・O-SiO2の 三 成 分 系 ガ ラ スの 常 温 に於 け る比 重 は既 にG. W. Morey&H. E. Merwin

(J. Opt. Soc. Am.,1932,22,632;Littleton&Morey, The Electrical Properies of Glass I 933)

爾 氏 に 依 つ て詳 細 に 研 究 され 比 重 と組 成 との 闇 に は或 範 園 に 於 て 加 算 性 の あ る こ とが 報 告 され

て ゐ る.又 最 近G・Heidt kamp u・K・Endell(Glastech・Ben 1936,14,89, Chem・Absts・

1936,30,3693)爾 氏 はNa20-SiO2系 の ガ ラ スに 就 て高 温 度 に於 け る上ヒ重 と組 成 との 關係 を

研 究 した ・

 然 る に ガ ラ スの勲 的 経 過 の 差 異 と比 重 との 關 係 叉 は 高温 度 に於 け る組 成 と比 重 との 關 係 に就

て は 未 だ 不 明 の 黙 が 多 々 あ る.

 著 者 は工 業 的 見 地 か らCaO-Na・ ・O-Sio2系 の ガ ラ スに 就 て 廣 温 度 範 園 に亘 る比 重 を測 定 した

  實 験 の 部

 供 試 ガ ラ ス

 調 合 原 料lNa・ ・Oの 原 料 と して は 片 山製 保 誰 付 炭 酸 ソー ダ を使 用 し, CaOの 原 料 と して は

テ マ リ印沈 降性 炭 酸 石 荻 を用 ひ,叉SiOL)の 原 料 と して は 水 晶 の 粉 末 を熱 濃 墜酸 に て虚 理 して

可 溶 性 分 を除 去 した る後 酸 性 反 慮 な きに至 る まで 充 分 水 洗 し乾 燥 した る もの を 使 用 した ・ この

精 製 水 晶 粉 末 は 弗 化 水 素 法 に依 つ て 分 析 を行 つ た 結 果Sio2と して99.98%で あ る,

 上 記 の 化 學 的 純 粋 調 合 原 料 を計 算 量 採 りこれ を よ く混 合 した る後 其 の 一 部 を 白 金 土胆 尚中 に 入

れ 更 に これ を磁 製 の 増 禍 中 に 安 置 せ しめ,こ れ に磁 製 の 蓋 を輕 く して ガ ス櫨 に依 つ て初 め は 弱

く加 熱 し徐 々に温 度 を上 昇 せ しめ最 後 に1400。Cに 達 せ しめた.

 其 の 闘 調 合原 料 を敏 回 補 給 して 最 後 に1400。Cに2時 聞 加 熱 して 泡 を消 失 せ しめた 熔 融 ガ

ラ スを冷 却 せ る 白金 皿坤 に注 入 急 冷 して取 出 し瑞 璃 乳 鉢 に て適 當 の 大 さ に破 陣 し共 栓 瓶 中 に保

存 し これ を實 験 試 料 と した.

 分 析 の 結 果 はSiO265,53%, CaO 19・71%, Al,03十Fe2030.61%, Na2014.15%(差 よ り)
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で あ る.

  比 重 の 測 定 及 装 置

 比 重 の 測 定 はW.Htinlein(Glastech. Ber 1932,10,126;J. Soc. Glass Tech.1932,16,

246A)の 方 法 に從 つ て 行 つ た ・ この 方法 は比 重 既 知 の熔 融 盤 中 に て 供試 ガ ラス の見 掛 の 比 重

を測 定 し これ よ り眞 の 比 重 を換 算 す る方 法 で あつ て實 験 結 果 に依 つ て判 明 す る如 く避 け 得 られ

な い誤 差 が 可 な り大 で あ る けれ ど も廣 い 温 度 範 園 に亙 つ て 連 績 的 な攣 化 を知 る 爲 に は甚 だ 便 利

な 方 法 で あ る・ 此 れ が この 誤 差 の多 い 方法 を敢 て 用 ひ た所 以 で あ る ・

 この 測 定 法 に 於 て最 も注 意 を要 す る こ とは泡 の な い試 料 を用 ひ る こ とで あ る・

 著 者 は 小 形 の 白金 カ ツ プ 中 に供 試 ガ ラ スの小 塊 を数 回 に 補給 熔 融 せ しめ て泡 を認 め ざ る試 料

を 作 つ た ・

 こ の 供 試 ガ ラス を入 れ た 白金 カ ッ プ を0.1mmの 白 金 線 に て所 要 温 度 の 熔 融 盤 中 に釣 下 げ

見掛 の 比 重 を測 定 した ・

 こ 玉に 用 ふ る 熔 融 盤 は 化 學 的 純 粋 な る 藥 品 を使 用 して豫 め最 低 共 融 鐵 を測 定 し其 の最 低 共 融

黙 の 割 合 に 混 合 した 盤 類(2・3・4),純 食 盤(5)及 ス テ ア リン酸(1)の5種 類 を 用 ひ た ・

                             温 度 範 園

        i. ステア リン酸               100-200℃

        2.硝 酸 ソーダ+硝 酸 ヵ リ           280-500℃

        3.瞳 化 リチ ウム+臨 化 ヵ リ         500-800・C

        4. 瞳化 ナ トリウム+髄 化 ヵ リ          800-1000℃

        5。 購化ナ トリウム             1000'以 上

 先 づ 上 記 の5種 類 に就 て 白金 球(直 種約6mm)を 用 ひ熱 天 秤 を使 用 して 各 温 度 に於 け る

比 重 を測 定 した ・

 この 測 定 結 果 よ り比 重(d)と 温 度(t)と の 關 係 直 線 の 式 を求 め る と次 に 示 す通 りで あ る.

こ の 式 ば實 測 値 と よ く一致 す る故 に この 直 線 を用 ひ て 供 試 ガ ラ スの 比 重 の計 算 を行 つ た.

         熔  融  睡            直 線 の 式

      L ステア リン酸             d=0.7434+0.00073(250-t)

      ・瀦 篠 ㌃ τll:811}  ・一・・1・777・・・…49(55・ 一・)

      ・・ 艶 菖 腎19:lll}  ・-1.4839・・・…46(85・ 一・

      ・趨 化7,卜;ウ 台91:lll}  ・-1.505・・・・…46(・ … 一・

      5.鯉 化 ナ トリウム            d=1.4906一 ト0.00057(1000-t)

 測 定 装 置 は次 の 圖 に示 す如 く本 多式 熱 天 秤 を使 用 して 螺 旋 の調 節 と分 銅 の加 減 を行 つ て 天 秤
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の杵が成 るべ く水手の位置にある様にして測定を行つた・

 目盛板は鏡の前方1mの 所に固定 して熱天秤の感度を豫め測定 してその 目盛に相當する重

量を測定毎に決定する様に した・又電氣櫨の温度は10℃ を上下するのに15分 闘以上要する

様 に調節 した.

        測  定  装  置                        S:臼 盛 板

愉醜鯵翫
           F§q・ 懸cd:10mm
           co       E 測 定 の 結 果

             継 総  、。。・ C、 ㈱ した試料と徐冷しな

              b        い試料 とに就て夫 々 常温 より温度を上

昇 しつ 瓦測定せる場合と高濃度 より温度を降下 しつ 工測定せる場合の比重の手均値を求めた.

次の圖は爾試料の平均比重と温度 との關係を示すすものである.

 線 括     奉均比重と温度との關係

 CaO-Na20-Sio2系 のガラスを  

試料 としてHanleinの 方法に依つ 。

て廣温度範園の比重 を測定 し次の事  

實を認めた,              
                 2.

 (1)供 試 ガラスの比重と濃度との

關係は一つの直線を以つて示されな   

・… と耀 めた    勘

                   (2)常温 よ り温 度 を上 昇 しつN測

定 せ る比 重 は高 温 度 よ り温 度 を降 下 勘

しつ 頭 掟 せ る場 合 の比 軍 に 比 較 し  。 loe ZOe Me sce「eoω 。 bOo too?oo 1"eo
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て概 して大である・ これは熱的経過の差異に依つてガラス状態の攣化に差異のあることも考へ

られるがこの測定の結果は誤差が可な り大である故に この方法はガラス状態の攣化 を窺ふには

不適當 と考へる.

 (3)温 度を上昇 しつN測 定せる場合には徐冷 した試料 も徐冷せざる試料 も共に300-400。C

に於て比 重が一・定値 を與へる迄に多少の時問を要するが600℃ 以上に於 ては比重は直に恒数

となることを認めた.特 に徐冷せざる試料は450-600G間ic於 て比重が一一定値 を與へる迄には

多 くの時悶を要するものであるが～二れを8000以 上迄温度を上昇 しこれ よ り逆に温度を降下 し

つ 」測定せる場合には殆んど時聞を要せす して恒数 となることを認めた・故にこの現象は殆ん

ど試料の歪に原因するもの と推察する・

 (4)比 重の測定に使用した熔融鷺は高温度に於て一'izz分解又は揮散する爲に實験の誤差を大

な らしめるものであるか ら試料を釣下げた白金線に成るべ く附着 しない様に し,又 使用温度範

園以上に温度を上げ過 ない様に注意したが揮獲物が白金線に全 く附着 しない様にすることは不

可能である・尚盤化 リチウムは試料の表面か ら浸入 し試料の容積を攣化せ しめるものであつて

これ らの事實は本測定法の誤差の多い原因であることを認めた・

 (5)低 温度 より引V・た比重曲線と高盗から引いた比重曲線を夫 々直線にて表はし得るものと

考へればその交黙は本實験の結果に於ては軟化鮎 より租 々高温度の所 にある・

 本實験は喜 多研究室に於て喜多教授の御援助と澤井教授の御指導の下に行つた ものである・

又本實験 に封 し旭化學工業奨働會より補助を與へられた・此虚に謹んで感謝の意を表する・

 (實験の洋細は工業化學雑誌 昭和12.40.426.に 獲表 した・)

                            (昭和12年9月30日)
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